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新潟山形南部連絡道路は、日本海沿岸東北自動車道及び東北中央自動車道を接続する計画延長約８０ｋｍの高規格道路。
荒川道路、赤湯バイパスの約１１ｋｍが開通済。鷹ノ巣道路、梨郷道路、小国道路の約２５ｋｍが事業中。
評価対象区間（以下、「対象区間」）は、小国町と飯豊町を結ぶ「小国～飯豊」。

１．評価対象区間 1

【図1】対象地域の位置図 【図2】対象地域の交通網
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２．計画段階評価の進め方（案） 2

計画段階評価は、東北地方小委員会を3回、意見聴取を2回。
第１回東北地方小委員会では、計画段階評価手続きの進め方（案）のほか、地域の状況と課題、政策目標（案）、意見聴取方
法（案）等について議論。

計画段階評価

地 方 小 委 員 会

対
応
方
針
（
概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）
の
決
定

東北地方小委員会
（第1回）

東北地方小委員会
（第2回）

東北地方小委員会
（第3回）

意見聴取
（第1回）

意見聴取
（第2回）

■計画段階評価手続
きの進め方(案)

■地域の状況と課題

■政策目標(案)

■意見聴取方法(案)

●意見聴取内容
・地域、道路の課題
・求められる道路機
能

●意見聴取方法
〈アンケート〉
対象者：地域住民

道路利用者
企業 等

〈ヒアリング〉
対象者：関係自治体

団体
企業 等

■第1回意見聴取結果
の確認

■政策目標の決定

■評価項目の設定

■対応方針(複数案)
の設定

■意見聴取方法(案)

●意見聴取内容
・対応方針(複数案)
の検討に際し重視
する項目

●意見聴取方法
〈アンケート〉
対象者：地域住民

道路利用者
企業 等

〈ヒアリング〉
対象者：関係自治体

団体
企業 等

■第2回意見聴取結果
の確認

■対応方針案(概略
ルート、構造等)

今回



３．地域の概況 （人口） 3

対象地域は、山形県南部の置賜地域に位置する小国町、飯豊町とし、人口は合計約１．４万人。
対象地域の人口は減少傾向であり、山形県平均を上回るペースで減少。
年齢別人口では、県平均と比べ生産年齢人口割合が減少、高齢者割合が増加しており、今後更なる高齢化が想定。

【図2】人口の推移と伸び率（H12を1.0とした場合）

※対象地域：小国町、飯豊町 出典：【実測値（H12～R2）】国勢調査

【予測値（R7～R27）】国立社会保障・人口問題研究所（H30年推計）
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【図3】対象地域の年齢別人口割合
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【図1】対象地域の人口
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３．地域の概況 （交通特性） 4

対象区間の利用交通は、通過交通が約５割、対象地域内外が約４割、対象地域内々が約１割。
大型車混入率は県内直轄平均を上回り、トリップ長は１００ｋｍ以上が５割を占めるなど、広域的な幹線道路特性を有する。
通勤通学流動は、小国町～飯豊町等の置賜地域内に加え、村山・最上地域や新潟県との間の広域的な流動がみられる。

【図4】対象地域及び周辺の通勤・通学流動図
（1日あたり）
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３．地域の概況 （産業） 5

【図1】対象地域の産業別構成比

対象地域の産業別構成比は、山形県全体と比較して第２次産業の割合が高く、約４割を占める。
第２次産業における市町村内総生産額は、１０年間で小国町が約１．８倍、飯豊町は約３．９倍に増加。
製造業の従業者数割合は小国町で窯業・土石製品製造業が約７割、飯豊町で輸送用機械器具製造業が約４割を占め、それ
ぞれ最も高い割合。

出典：工業統計（2020年度調査）

≪小国町≫ ≪飯豊町≫

【図3】産業分類別従業者数割合
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※窯業製品：窯業製品：半導体製造や自動車・電気・機械関連製品も含むセラミックス製品

8.8% 6.0% 8.0% 16.6%

28.7%
25.3%

43.6%
34.4%

62.6% 68.7%

48.3% 49.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

山形県 置賜地域 小国町 飯豊町

第1次産業 第2次産業 第3次産業

2次産業従事者が県平均を上回る

出典：R2年国勢調査

【図2】市町村内総生産額（第２次産業）
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３．地域の概況 （観光） 6

新潟山形南部連絡道路の沿線地域には多様な観光地が点在。
山形県・新潟県の観光入込客数は近年横ばいであるが、山形県置賜地域、新潟県村上地域は増加傾向。
さらに、訪日外国人旅行者数は東日本大震災前の約５．２倍で大幅に増加。

【図1】沿線地域の主要観光地

【図３】訪日外国人旅行者数（置賜地域）

出典：山形県観光者数調査、新潟県観光入込客統計

【図２】観光入込客数の推移
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３．地域の概況 （気象条件） 7

対象区間の位置する置賜地域は全域が特別豪雪地帯に指定。
対象区間は県内直轄国道沿線箇所でも特に降雪量が多い地域であり、県平均の約１．３倍。

【図1】豪雪地帯の指定状況
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【図2】直轄国道沿線箇所の過去10年平均比較（H25年度～R4年度）
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県平均の
約1.3倍

櫛引



・小国町にとって国道113号は生活、物流等の大動脈。
・R4.8豪雨災害時は、JR米坂線も運休となり、3日夜から4日夕方
までほぼ町が孤立した状況になった。通行止めの影響は大きく、
物流がほぼストップし、食料品売り場で空の棚も目立った。

出典：R5.6ヒアリング調査結果

自治体関係者の声（小国町役場）

113

通行止めと
なった区間

通行止め
約21時間

小国町

新潟県 山形県

福島県

121

E13

E7

山
形

新
潟

拡大図

E49

郡山

通常時
迂回時

通行止め
約53時間

【図2】令和４年8月豪雨被災状況と通行規制状況

出典：国土交通省 国土地理院

飯豊町
小国町

94.04kp 土砂崩れ

（R5.6対策完了済）

95.73kp 村中橋付近越流

100.6kp(上) 車道への土砂流出

102.7kp(下) 法面崩壊

103.3kp 土砂崩れ・倒木
103.1kp(下) 路肩法面崩壊

103.5kp(下) 路肩法面崩壊

101.2kp 法面崩壊

通行止め
（8/3 19:00~8/6 0:00）

53時間

【対象区間】
小国～飯豊

凡 例

集落 被災箇所

防災点検要対策箇所

地すべり危険箇所

至

新
潟
県

至

南
陽
市JR

手ノ子駅

拡大図

４．道路交通・地域の状況と課題 （道路の信頼性 ①防災） 8

国道１１３号は、令和４年８月の大雨時には最大５３時間におよぶ通行止めが発生し、小国町では、物資の供給が絶たれるなど
の孤立が発生。

対象区間では過去１０年間で８回以上の通行止めが発生しているほか、地すべりや防災点検要対策箇所などの災害リスクが高
い箇所が多数存在。

通行止め時には付近に代替路が存在せず、広域迂回が発生。

※30分未満の通行止め除く
出典：H25-R4道路規制状況表履歴

【図3】当該区間の通行止概要(過去10年)
101.2kp

至 山形

至 新潟

写真

R4.8.4 飯豊町手ノ子

【図１】令和４年8月豪雨災害における小国町の孤立状況

運送事業者の声
・新潟県内から長井市へ運搬中に国道１１３号の通行止めに伴う
渋滞に巻き込まれた。迂回ルートへ戻るまでも相当な時間を要
し運転手への負担が生じた。

出典：R5.6ヒアリング調査結果

落石・崩壊

土石流
盛土

盛土

日付 時間 要因
１ H26.2.20 1:45 事故
２ H27.1.12 1:15 スタック
３ H27.3.12 1:15 スタック
４ H29.2.24 2:13 事故
５ H29.12.13 1:55 スタック
６ R1.5.1 1:09 事故
７ R4.4.21 0:37 事故
８ R4.8.3 53:00 災害
計 8件 63:09
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４．道路交通・地域の状況と課題 （道路の信頼性 ②冬期） 9

対象区間は、山間部の急勾配箇所で大型車のスタックが多発しており、予防的通行規制区間に位置付け。

冬期は、堆雪による大型車同士のすれ違いが困難な状況が発生しているほか、人家連坦部では運搬排雪作業による片側交互
通行規制による速度低下や急勾配箇所での速度低下が発生。

写真

至 山形

至 新潟

堆雪により幅員狭小
⇒大型車すれ違いが困難

R4.2.5 飯豊町手ノ子

運搬排雪区間
L＝0.5km

運搬排雪区間
L＝0.4km

運搬排雪区間
L＝0.4km

※速度低下率：通常期速度（R3.10）に対する冬期速度（R3.12～R4.2のうち積雪もしくは運搬排雪が実施された時間帯速度）の低下率の割合
出典:ETC2.0プローブデータ、気象庁降雪データ、山形河川国道事務所提供資料

【図1】冬期交通障害発生箇所と速度低下の状況

【対象区間】
小国～飯豊

大雪時の予防的通行規制区間

【図２】道路幅員の状況

人家連担部は運搬
排雪区間が存在
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度

通常期平均速度
55.4km/h

冬期平均速度
32.5km/h

人家連坦部で
冬期速度が低下

路肩、一次堆雪帯の幅員が不足

出典：国土交通省 国土地理院

出典：山形河川国道事務所資料、
冬期通行止め（H23.4～R4.2の12～3月 ）、立ち往生車両調査(H29-R3年度)

出典：R3道路交通センサス（現況幅員）
道路構造令の解説と運用（必要幅員）※第3種第2級道路の積雪地域

急勾配箇所が連続
冬期スタックも発生

線形不良区間で
冬期速度が低下

通常期
冬 期

2.0 0.25 3.25 3.25 0.25 2.0

3.25 3.25 1.5 2.00.50.51.52.0
路肩一次

堆雪帯
路肩 一次

堆雪帯
歩道 車道 車道 歩道

現況幅員

11.0m

必要幅員

14.5m凡例

スタック発生箇所

冬期通行止め箇所（事故）

冬期通行止め箇所（災害）

急勾配箇所(ｉ＞4％)

線形不良区間R<150m

交差点（信号あり）

交差点（信号なし）
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2%

3%

19%

3%

30%

6%

53%

67%

35%

64%

6%

9%

5%

9%

6%

14%

10%

12%

8%

4%

15%

4%

8%

1%

5%

1%

対象区間

山形県内
直轄平均

対象区間

山形県内
直轄平均

通
常

期
冬

期

人対車両 正面衝突 追突 出会い頭

その他車両相互 車両単独 すれ違い時 その他

対象区間

対象区間

出典：イタルダ事故データ（H24-R3） 通常期：4～11月、冬期12～3月

４．道路交通・地域の状況と課題 （事故） 10

対象区間には事故危険区間が存在し、死傷事故率は223件/億台kmで国道１１３号のなかでも上位。

事故類型の約半数を占める追突は人家連坦部や沿道出入り箇所、急勾配箇所で多発しており、貨物車が関係する事故が
約５割を占める。

冬期は、重大事故につながる正面衝突の割合が３割に上昇し、線形不良区間に集中。

【図1】国道113号の線形不良箇所と死傷事故 【図2】追突事故の車種別事故割合

正面衝突事故割合が
県内直轄平均を上回る

31% 48%

69% 52%

0%

50%

100%

管内平均 対象区間
その他 貨物関係

【図3】事故類型の内訳

出典：イタルダデータ（R1～R3） 、事故原票（H24～H30）

【対象区間】
小国～飯豊

R3.9.7 100.6kp

正面衝突事故状況

至 新潟

至 山形

（件）

0
1
2

5
6

3
4

死
傷
事
故
件
数

出典：MICHIデータ、事故危険区間マップ（R3年度版）

出典：国土交通省 国土地理院

■：正面衝突 ■：追突 ■：その他

線形不良箇所、急勾配箇所で
事故が多発

3

11 1

4 4 4 4
5

1

3

1 1 1

4

6

4

1

5

2

人家連坦部、交差点付近で
事故が多発

線形不良箇所、急勾配箇所で
事故が多発

死傷事故率
223件/億台km

出典：イタルダデータ（死傷事故件数： H24～R3、死傷事故率：H30～R3）

車道部幅員狭小区間W<８．０m

線形不良区間R<150m

凡 例

事故危険区間

急勾配箇所(ｉ＞4％)

人家連坦

交差点（信号あり）

交差点（信号なし）

写真

至 山形

R5.7.20 飯豊町手ノ子

至 新潟

沿道出入り箇所が
区間内に点在



※通常期（R3.10）、
冬期（R3.12～R4.3のうち積雪もしくは運搬排雪が実施された日）

出典：ETC2.0プローブデータ、気象庁降雪データ、
山形河川国道事務所提供資料

４．道路交通・地域の状況と課題 （産業・物流） 11

飯豊町は、輸送用機械器具製造業が製造品出荷額の約３割を占める主要な産業で、出荷額は近年増加傾向。

町内に立地する主要自動車関連企業は、中部地方の企業と毎日部品及び製品輸送で国道113号を利用する一方で、通行止め
発生時には広域な迂回が強いられ、納期遅延や時間損失が発生。

さらに、冬期は運搬排雪作業により到着時間が読めなくなる等、通常期に比べて所要時間のばらつきが大きい。

113

通常時のルート 迂回時のルート

愛知県

出典：令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査
（昼間12時間上下平均の所要時間）

新潟県

長野県

静岡県

神奈川県

東京都

埼玉県

栃木県

福島県
出典：自動車関連企業パンフレット、

ホームページ

自動車部品

（車両用ブザーなど）

● 製造部品

自動車部品
世界トップシェア企業

自動車工場、
関連会社等

【図3】自動車部品の搬送ルート（通常時、迂回時）

岐阜県

【図1】飯豊町の産業分類別
製造品出荷額割合

金属製品製
造業
16%

生産用機械
器具製造業

15%

プラスチック製品製造
業（別掲を除く）

13%

はん用機械器
具製造業

12%

電子部品・デ
バイス・電子回

路製造業
10%

その他
5%

出典：工業統計（2019年度調査）

【図2】飯豊町の輸送用機械器具製造業の
製造品出荷額の推移

出典：工業統計
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（億円）

【対象区間】
小国～飯豊

10年間で
約63時間の通行止

精密部品
10ｔ車7台/日

原材料
10ｔ車3台/日

輸送用機械
器具製造業

29%

H23年から
約1.7倍に増加

【図4】当該区間の所要時間ばらつき
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～
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分
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分
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～
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分

18
～
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分

：通常期
：冬期

冬期は所要時間の遅れ、
バラつきが拡大

道路利用者の声（自動車部品企業）
・国道113号の通行止め時は、太平洋側経由で広域迂回が発生
し、納品の遅れが生じた。
・冬期は道路環境による輸送時間の変動リスクがあるので、通
常よりも出発時間を1～1.5時間早める等の対応をしている。

出典：R5.6ヒアリング調査結果

・ドライバーの労務管理で、2日間の平均運転時間が9時間の
制限があるため、往復便ともに迂回が強いられ、渋滞に巻き
込まれた際に、制限時間を超過し、輸送がストップする可能
性がある。

道路利用者の声（物流企業）

出典：R5.6ヒアリング調査結果

距 離 約598km
所要時間 約441分 距 離 約669km

所要時間 約475分



４．道路交通・地域の状況と課題 （救急医療） 12

西置賜消防本部

南陽消防署

西置賜消防
川西消防署

川西町

出典:R5.7ヒアリング調査結果

飯豊町

小国町

小国町立病院

【対象区間】
小国～飯豊

※救急搬送件数はR4実績、出典:R5.7ヒアリング調査結果

小国町立病院
夜間の時間外救急対応を中止

出典：小国町立病院通信（令和4年3月17日）

近隣の3次医療施設
(置賜総合病院)への
搬送件数増加が想定

189件/年
75件/年

R4.8豪雨
通行止め箇所

通常道路

R4.8通行止め時

の迂回路

R4.8通行止め時には
妊婦搬送で
広域迂回が発生

【図1】小国町周辺の医療施設立地状況及び緊急搬送件数、R4.8通行止時の迂回状況

【図2】小国町の行先別救急搬送件数
（R4）

道路利用者の声
（西置賜消防本部、小国町職員）

・脳疾患等の重症患者は後遺症リスク低減のためにも一刻も早く3
次医療施設の置賜総合病院へ搬送する必要があるが、急カーブや
交差点では減速が必要で、搬送時間が長くなっている。
・冬期においては、積雪による搬送時間の増加やスリップ事故の危
険性がある。
・R4.8の国道113号通行止め時に、産気づいた妊婦さんを置賜総
合病院まで広域迂回をして搬送したが、安定した緊急搬送に向
け、国道113号の信頼性の向上は不可欠。

出典： R3.10、R4.8 ヒアリング調査結果

小国町立病院は、令和4年4月1日から医
科の夜間の時間外救急対応を休止。
(平日：PM19以降、土日祝日：PM17以降)
夜間は小国町立病院以外の病院に搬送

小国町では、町内唯一の救急医療施設である小国町立病院が、夜間の時間外救急対応を休止するなど医療体制が縮小し、
救急患者の約７割が置賜総合病院（第三次医療施設）へ搬送。

搬送時間は全国平均の約１．４倍であり、通行止め時は広域迂回により通常時の約２倍の搬送時間。

さらに、冬期はスリップ事故の懸念から慎重な運転が必要で、安定的な搬送に支障。

公立置賜総合病院西置賜消防
飯豊分署

消防署・支署分署

救急医療施設

第3次救急医療施設

113

287

13

E13

南陽高畠IC 40.0

80.4

0
20
40
60
80

100

R113経由 迂回路

（分）

【図4】小国町立病院から公立置賜総合病院への
所要時間（通常、R4.8通行止迂回時、供用後）

約40分増加

公立置賜
総合病院
189件
69%

小国町立病院
75件
27%

その他県内
11件
4%

出典：令和３年度 全国道路・街路交通情勢調査
（昼間12時間上下平均速度）

59.8 
41.3 42.8 

0
20
40
60
80

小国町 山形県 全国

（分）

※搬送時間：出動～病院到着までの時間

全国平均の1.4倍

出典:R5.7ヒアリング調査結果、R4消防年報、R4救急救助の現況

【図3】小国町の搬送時間

33.6km

59.3km

西置賜消防
小国分署



４．道路交通・地域の状況と課題 （観光） 13

山形県は隣県と広域観光周遊事業を推進し、新潟県村上地域と山形県置賜地域の周遊促進事業を展開。

新潟空港からのインバウンドツアーとして、国道１１３号を利用し山形県内を周遊するバスツアーが催行されているものの、国道
１１３号は通行止めリスクや冬期速度低下による移動時間の増加により、周遊ツアーへの支障が発生。

山形福島新潟広域観光活性化計画

東日本大震災や新潟福島豪雨等により著しく落ち込んだ観光業
の回復・活性化を図るため、各地域の観光資源の掘り起こしと情
報発信を行いながら、既存の交通ネットワークを生かし、山形・福
島・新潟の3県連携による広域観光の活性化を推進する。

飯豊町

山形県

新潟県

E13

宮城県

E48

新潟空港

新潟-台湾 定期便
最盛期は週4便運航

E7 関川

神林

胎内
加治川 さくらの里

白い森おぐに

白鷹ヤナ公園

川のみなと長井

いいで

たかはた

田沢

米沢

飯豊の雪遊び

あつみ 月山

みかわ

とざわ

にしかわ

寒河江

おおえ

あさひまち

尾花沢

むらやま河北

天童温泉

笹川流れ

朝日

豊栄

新潟ふるさと村

白根グレープガーデン

瓢湖の白鳥

瀬波温泉

相馬樓 最上川舟下り

銀山温泉

蔵王の樹氷

天童温泉

山寺

周遊ツアー訪問地

道の駅

周遊観光ルート

凡 例

新潟-山形間の
観光周遊に

国道113号を利用
外国人をターゲットにした
東北の冬を巡るバスツアー

出典： R3.10 、R5.6 ヒアリング調査結果

出典：R3.10ヒアリング調査結果

観光業全体のボトム
アップと広域観光の

活性化を推進

【図1】山形・福島・新潟県の広域観光周遊事業
【図2】新潟空港からの観光周遊ルート（インバウンド観光）

観光事業者の声
（飯豊町観光協会）

・新潟空港は東北の空の玄関口であり、国道113
号の観光道路として果たす役割は大きい。
・冬期は通行止めリスクも高く、飯豊町への来訪
が中止になる可能性もあるため、確実な冬期誘
客にも、道路の信頼性向上は重要。

道路利用者の声
（ツアーバス会社）

・山形・新潟は、冬期のインバウンド観光ポ
テンシャルが高い一方、国道113号は、冬
期の所要時間増加や通行止めリスクがあるた
め、休憩時間の短縮やツアー催行可否など、
周遊ツアーの企画・安定運行に支障。

【対象区間】
小国～飯豊

10年間で
約63時間の通行止

３県連携事業の取り組み事例

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

（千人）

出典：令和元年度山形県観光者数調査

平均約3,800千人/月

冬期は、平均の
約６～８割に低下

【図3】山形県の月別観光者数



５．政策目標（案）の設定

課題 原因

道路の
信頼性

〇脆弱な幹線道路機能
• 災害・事故に伴う通行止めが多発
• 通行止め時には広域迂回が発生
• 急勾配箇所等で冬期スタックによる交通障害が多発

○災害リスクの存在
○周辺に代替路がない
○急勾配箇所の存在

事故
〇安全性の低い道路交通環境
• 人家連担部や沿道出入り箇所、急勾配箇所で追突事故が多発
• 冬期は正面衝突事故の割合が増加

○沿道出入りの存在
○線形不良箇所の連続

産業・
物流

〇不安定な物流ネットワーク
• 通行止め時に原材料の入荷や製品の出荷に支障が発生
• 冬期は所要時間が読めなく、ばらつきが大きい

○周辺に代替路がない
○冬期の走行速度低下

救急
医療

〇不十分な救急搬送環境
• 全国平均の約１．４倍の救急搬送時間
• 冬期はスリップ事故の懸念から慎重な運転が必要で、安定的な

搬送に支障

○速達性が不十分
○線形不良箇所の連続

観光
〇周遊観光の連絡性が不十分
• 冬期は走行速度の低下により、移動時間が増加し周遊ツアーに

支障が発生
○冬期の走行速度低下

政策目標（案）

安定的な
物流ルートの確保

安定した
救急搬送環境の確保

観光振興の支援

信頼性の高い
道路ネットワークの確保

14

安全な
交通環境の確保



６．地域の将来像

自治体 上位計画 内容（抜粋）

山形県
第４次山形県
総合発展計画

(令和２年３月策定)

◆質の高い医療の提供
・地域の医療資源を効率的かつ効果的に活用し、高度急性期から在宅までの切れ目のない医療、救急医療や災害医療など

適時適切な医療を提供できる体制づくりを進める。 【安定した救急搬送環境の確保】

◆国内外の活力を呼び込む多様で重層的な交通ネットワークの形成
・全国各都市とのアクセス向上による交流拡大、大規模災害を見据えた国土強靭化等の観点を踏まえ、国内広域ネットワー

クを充実強化する必要がある。県内地域間、本県と近隣県の交流を支える、利便性が高く、冬季や災害時などでも安定的
につながる、地域高規格道路等の横軸道路など幹線道路網の整備及び機能強化を促進する。

【信頼性の高い道路ネットワークの確保】【安全な交通環境の確保】【安定的な物流ルートの確保】【観光振興の支援】

◆人々の交流で賑わう「置賜」を支え、地域の価値を高める社会基盤の形成
・新潟山形南部連絡道路の早期整備に向け、隣県等との連携を強化するとともに、一般国道287号米沢長井道路の整備を進

め、置賜地域の高速交通ネットワークを充実強化していく。
【安全な交通環境の確保】【安定的な物流ルートの確保】【観光振興の支援】

◆国内外からの観光・交流の拡大による地域経済の活性化
・県内の２つの空港や仙台空港等の近隣県の空港、鉄道、高速道路（高速バス）等の活用による、県内外の多様な観光資源

をつなぐ広域観光周遊ルートを形成するとともに、シームレスに移動できるよう交通ネットワークの利便性を向上する。
【観光振興の支援】

小国町
第五次

小国町総合計画
（令和２年２月策定)

◆暮らしと産業を支える社会基盤の確保
・新潟山形南部連絡道路 「小国道路」の整備促進をめるともに 、市街地へのアクセスやIC、周辺土地利用などを補完する都

市計画マスタープランを策定し 、安全性や快適の向上と、交流や賑わいづくりを進めます 。
【信頼性の高い道路ネットワークの確保】【安全な交通環境の確保】【観光振興の支援】【安定的な物流ルートの確保】

◆地域資源を生かした産業と新しい観光の創生
・滞在型・周遊型の観光交流体験メニューを充実 します。 【観光振興の支援】

◆誰もが、安心して住み慣れた地域に暮らし続けられるまち
・人工透析患者の通院支援のため、医療機関への送迎を実施します。 【安定した救急搬送環境の確保】

飯豊町
第５次

飯豊町総合計画
（令和３年３月策定）

◆国内外からの観光・交流の促進
・コロナ禍の経験を生かして「新しい生活習慣」の定着を図りながら、持続可能な観光業の基盤を構築します。町内外の多様

な主体との連携を強化し、広域観光圏の形成を推進します。
【信頼性の高い道路ネットワークの確保】【安定的な物流ルートの確保】【観光振興の支援】

◆企業間連携による新たな事業の創出と企業活動へのSDGsの導入促進による商工業振興
・積極的な事業展開を行う企業に対して柔軟な補助事業等を展開し支援を行うとともに、企業間での連携を促進・強化し、付

加価値が高く収益性の高い新たな事業の創出を図ります。
【信頼性の高い道路ネットワークの確保】【安定的な物流ルートの確保】

15



７．意見聴取方法（案） 16

以下のとおり、地域から意見聴取を実施。

１．意見聴取の概要
・アンケート調査の対象

・ヒアリング調査の対象

２．地域への意見聴取の周知方法

３．意見聴取期間
・1～2ヶ月程度

４．実施主体
・国土交通省 山形河川国道事務所

調査対象者 調査手法・規模

地域住民 • 小国町
• 飯豊町

• 全戸配布 小国町 ： 約2,800世帯
飯豊町 ： 約2,100世帯

道路利用者 • 広域の道路利用者（留置回収ボックス設置箇所※）
※小国町、飯豊町、長井市、白鷹町、高畠町、米沢市、新潟県関川村

• WEBアンケート（事務所ホームページ）
• 留置アンケート（市町村役場、公民館、道の駅等に配置）

事業者等 • 周辺立地企業（小国町、飯豊町）
• 対象区間の利用企業（山形県・新潟県のトラック協会名簿から抽出） • 郵送配布・郵送回収（約280社）

項目 ヒアリング対象

関係団体
（27団体）

• 自治体（2町）
• 県（1県）
• 道の駅（1駅）
• 農業関連団体（1団体）
• 製造業者（3社）
• 商工会議所（2団体）
• トラック協会（1団体）
• 観光協会（2団体）

• 消防機関（1団体）
• 医療機関（2団体）
• 警察機関（2団体）
• バス事業者（2団体）
• 教育機関（2団体）
• 物流業者（3社）
• 福祉事業者（2団体）

情報提供の項目

• 山形県で発行部数の多い新聞にアンケートの協力を呼びかける広告を掲載
• 山形河川国道事務所、市町ホームページに意見聴取のバナーを設置し広報を実施
• 調査対象地域である小国町、飯豊町で発行される広報紙に広告を掲載
• 山形河川国道事務所のSNSを用いて幅広く広報を実施

凡例

対象区間

全戸配布

【対象区間】
小国～飯豊



把握する意見 回答方法

②－（１）対象区間にはどのような課題があると思いますか？以下の１～５の各項目について、
４段階で評価してください。

＜道路の信頼性＞ １．通行止めが多く、広域迂回が生じる。
＜ 交 通 安 全 ＞ ２．交通事故が多いと感じる。
＜ 産 業 ・ 物 流 ＞ ３．物資輸送に問題が発生している。
＜ 救 急 医 療 ＞ ４．冬期をはじめ走行環境が悪く、救急搬送の支障になっている。
＜ 観 光 振 興 ＞ ５．観光地間の移動に時間がかかる。

選択式
（単一回答）

②－（２）提示した課題以外に、課題だと感じてることを具体的に記載してください。 自由回答

７．意見聴取方法（案） 17

５．意見聴取(1回目)の内容
・対象区間の利用状況について

【住民用】

把握する意見 回答方法

①－（１）利用頻度
１．週に５回以上 ２．週に３～４回 ３．週に１～２回
４．月に１～２回 ５．年に数回 ６．利用しない

選択式
（単一回答）

①－（２）主な利用目的
１．仕事 ２．通勤 ３．通学
４．通院 ５．家事（買物など）
６．送迎 ７．レジャー・ドライブなど
８．その他（括弧内に記載してください）

選択式
（単一回答）

①－（３）主な移動手段
１．自動車 ２．公共交通（バス・タクシー） ３．バイク
４．自転車 ５．徒歩

選択式
（単一回答）

把握する意見 回答方法

①－（１）利用頻度
１．週に５回以上 ２．週に３～４回 ３．週に１～２回
４．月に１～２回 ５．年に数回 ６．利用しない

選択式
（単一回答）

①－（２）主な利用目的
１．営業 ２．運送・運搬 ３．送迎
４．旅客 ５．その他（括弧内に記載してください）

選択式
（単一回答）

①－（３）主な移動手段
１．乗用車 ２．大型貨物車
３．小型貨物車 ４．その他（括弧内に記載してください）

選択式
（単一回答）

【事業者用】

・政策目標（案）について【住民・事業者 共通】

・その他のご意見について【住民・事業者 共通】

把握する意見 回答方法

②－（３）その他、対象区間におけるご意見やご要望がありましたら、ご自由に記載してください。 自由回答

意見聴取内容は、基礎的な情報のほか、地域の課題・政策目標（案）に対する意見を聴取。
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６.調査の設問案
1)調査概要
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６．調査の設問案

２）地域の現状と課題
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６.調査の設問案

【質問表 表面】 【質問表 裏面】

３）住民用アンケート
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６.調査の設問案

【質問表 表面】 【質問表 裏面】

４）事業者用アンケート


